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プライバシの設定

ユーザ オプション Web ページを使用して、自分のプレゼンスが他のユーザのデバイスでどのように表

示されるかが識別できます。 たとえば、これらのページでの変更が、Cisco IP Phone Messenger および

Cisco Unified Personal Communicator での自分のプレゼンスの状態にどのように影響するかです。

エンドユーザ プライバシ ルール

自分のプレゼンスを表示できるユーザをウォッチャと呼びます。 Cisco Unified Presence では、プライバ

シを強化するために、カスタムのプレゼンス ルールを設定して、プレゼンス ステータスを表示できる

ユーザを制限できます。

表 1 に、使用可能なエンドユーザ プライバシ ルールを示します。

表 1 エンドユーザ プライバシ ルール

ルール タイプ ルール オプション

表示ルール • ブロック：ウォッチャに対しては常に応対不可のプレゼンス スター

タスが表示され、ユーザのデバイス ステータスは表示されません。

• すべての状態（デフォルト）：ウォッチャに対しては全体のプレゼン

スに加え、フィルタリングされていないデバイス ステータスがすべ

て表示されます。

プレゼンス ルール • プレゼンスを決定する優先順位ベースのルールには、［応対可能］、

［不在］、［通話中］、［応対不可］、［休暇］があります

• デバイス タイプ、メディア タイプ、および予定表ベースのルール。

フィルタリング ルール • 特定のデバイス タイプ、メディア タイプ、または予定表ステータス

のプレゼンス ステータスを除外します。
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プライバシ リストの作成とウォッチャの追加
プライバシ リストにより、自分のプレゼンスを表示できるユーザが指定されます。 必須のプライバシ

リストは 2 つあり、次のように追加のカスタム リストを作成できます。

• デフォルト：デフォルトのポリシーがすべてのウォッチャに適用され、それ以外のルールは適用さ

れません。 このリストにはメンバを割り当てられません。

• ブロック済み：ブロック済みポリシーに追加されたウォッチャには、自分のステータスは常に応対

不可と表示されます。

（注） Cisco Unified Presence は、次に示すサポート対象の外部ドメインとの間でフェデレーショ
ン関係を確立できます。

－ Microsoft Office Communications Server OCS

－ Microsoft Live Communications Server（LCS）

－ 外部ドメイン内に配備されている Cisco Unified Presence

ブロック済みリストにフェデレーテッド ドメインを追加した場合、そのドメインのユーザからの

要求はブロックされます（ただし、それらのユーザが明示的に許可されている場合は除きます）。 

• カスタム：複数のカスタム リストを作成して、関連付けられたウォッチャとデバイスを定義する

こともできます。

目的 電話機での操作 ユーザ オプション Web ページでの操作

カスタム プライバシ リ

ストを作成する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［プライバシポリシーの一覧］セクションで［新規

追加］をクリックします。

3. リストの名前を入力して［追加］をクリックします。

ユーザが自分のプレゼン

スを表示できないように

する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［プライバシポリシーの一覧］でブロック済みのリ

ストを選択します。

3. ［関連付けられているウォッチャ］セクションで［新

規追加］をクリックします。

4. ［追加］をクリックして、さらにユーザの追加を続

けます。
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自分のウォッチャ リスト

にユーザを追加する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［プライバシポリシーの一覧］で自分の［ユーザ定

義ポリシー］のいずれかを選択します。

3. ［関連付けられているウォッチャ］で［新規追加］を

クリックします。

4. 自分のウォッチャ リストに追加するユーザのユー

ザ名か電子メール アドレスを入力します。

5. ［追加］をクリックして、さらにユーザの追加を続

けます。

（注） デフォルト リストにはユーザを追加でき
ません。ここには、どのリストにもない潜
在的なウォッチャがすべて含まれていま
す。

目的 電話機での操作 ユーザ オプション Web ページでの操作
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デバイス プレゼンスの表示
デフォルト リストとカスタム リストでは、ウォッチャにデバイス タイプごとの自分のプレゼンスの表

示が許可されるかどうかが識別できます。 ブロック済みリストでは、ウォッチャには自分のステータス

が常に応対不可と表示されるため、これらのオプションをカスタマイズできません。

目的 電話機での操作 ユーザ オプション Web ページでの操作

自分の全体的なプレゼン

スとデバイスごとのプレ

ゼンスの表示をウォッ

チャに許可する（デフォ

ルト リストのみ）

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［プレゼンスの表示］セクションで、［全体的なプレ

ゼンスと自分のデバイスの個々のプレゼンス］を選

択します。

ユーザが自分のプレゼン

スを表示できないように

する（デフォルト リスト

のみ）

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［プレゼンスの表示］セクションで、［なし。常に自

分を応対不可として表示］を選択します。 

（注） 効果はユーザをブロック済みリストに入れ
るのと同じなので、このオプションはカス
タム リストにはありません。

特定のデバイスのプレゼ

ンス情報を隠す

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［個々のプレゼンス設定］でクリックして、プレゼ

ンスを表示したくないデバイスを選択します。

（注） このリストには、使用される特定のデバイ
スを追加できます （「カスタム デバイス タ
イプの追加」、14 ページ を参照）。



12 OL-17801-01-J

全体的なプレゼンスの判別
一部のウォッチャには自分の全体的なプレゼンスだけが表示されます（これは、プライバシ リストの

定義、または関連付けられたデバイスでの自分のステータスの表示方法に基づきます）。 この全体的な

プレゼンスはデバイス ステータスの優先度ルールの集合で規定されるものです。 これらの事前設定済

プレゼンス ステータスには、次のものがあります。

• 応対可能

• 不在

• 話し中

• 応対不可

• 休暇

これらの状態の優先度は修正や再調整が可能です。

目的 電話機での操作 ユーザ オプション Web ページでの操作

デフォルトの設定を使用

する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［全体的なプレゼンス設定］にスクロールします。

3. ［ルールをデフォルトにリセット］をクリックしま

す。

4. ［保存］をクリックします。

プライバシ ルールを削除

する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［全体的なプレゼンス設定］にスクロールします。

3. 削除するルールの横の［設定］をクリックします。

4. ［削除］をクリックします。

5. ［設定の更新］をクリックします。

6. ［プライバシポリシー］ページで［保存］をクリッ

クします。
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既存のプライバシ ルール

に他の条件を追加する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［全体的なプレゼンス設定］にスクロールします。

3. 更新するルールの横の［設定］をクリックします。

4. ［プレゼンスルールへの新規条件の追加］フィール

ドで適切なオプションを選択して、［条件の追加］を

クリックします。

5. ［設定の更新］をクリックします。

6. ［プライバシポリシー］ページで［保存］をクリッ

クします。

プライバシ ルールの優先

度を変更する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［全体的なプレゼンス設定］にスクロールします。

3. 優先度リストで矢印をクリックして、条件を上下に

移動します。

4. ［保存］をクリックします。

（注） プライバシ ルールは上から下への順に適
用されます。 ルール間で矛盾がある場合
は、最初のルールが適用されます。

すべての条件に当てはま

らない場合に全体的なス

テータスが表示されるよ

うに設定する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［ポリシー］

の順に選択します。

2. ［全体的なプレゼンス設定］にスクロールします。

3. 設定セクションの下部にある全体的なステータス

の適切なものを選択します。

4. ［保存］をクリックします。

目的 電話機での操作 ユーザ オプション Web ページでの操作
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カスタム デバイス タイプの追加
特定のデバイスについて自分のプレゼンス ステータスをカスタマイズする場合は、デバイス リストに

追加できます。

目的 電話機での操作 ユーザ オプション Web ページでの操作

Cisco Unified IP Phone を

追加する

Cisco Unified Personal 

Communicator を追加する

Cisco IP Phone Messenger

を追加する

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［カスタム

デバイスタイプ］の順に選択します。

2. ［新規追加］をクリックします。

3. ［Cisco Unified Communications Manager デバイス］を

選択します。

4. ［関連付けられたデバイス］リスト ボックスで、デ

バイスを選択します。

5. ［デバイスタイプ名］と［説明］を入力します。

6. ［保存］をクリックします。

Cisco 製以外のプレゼン

ス認識デバイス

該当なし 1. ［ユーザオプション］>［プライバシ］>［カスタム

デバイスタイプ］の順に選択します。

2. ［新規追加］をクリックします。

3. ［サードパーティのデバイス］を選択します。

4. ［デバイスタイプ名］、［説明］、［モデル］、および

［連絡先］を入力します。

5. ［保存］をクリックします。
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